




第42回ソフトボール大会開催される
埼玉県獣医師会主催

開会式で挨拶する中村滋会長

開会のことばを述べる大橋邦啓副会長

恒例の埼玉県獣医師会主催ソフトボール大会は、県内養豚場における豚熱の発生、新型コロナウイルスの
感染拡大、雨天により開催を見合わせていましたが、昨年は第41回大会を 6年振りに開催することができま
した。今年は台風23号の接近による天候の悪化が心配されましたが、大きな影響はなく、10月13日（月・スポー
ツの日）に大宮けんぽグラウンド　Sフィールドにおいて、各支部及び賛助会員各社から約200名が参加し、盛
大に開催することができました。
午前 8時から厚生委員会を開催して大会運営について協議をし、午前 ９時から開会式を行いました。

開会式
大橋邦啓副会長の開会のことばに続き、中村滋会長の
挨拶、来賓の埼玉県保健医療部食品安全局長　坂梨栄二
先生（衛生支部）から御祝辞をいただきました。
続いて、堅木道夫厚生委員長が注意事項を説明し、埼
玉県ソフトボール協会の公式審判員4名を紹介しました。
昨年優勝の衛生支部チームから優勝トロフィーが中村会
長に返還され、衛生支部の内田裕人先生が選手宣誓を行
いました。
次に、賛助会員各社の協賛の紹介が行われ、農林支部
の増田淳先生の先導によるラジオ体操の後、午前9時30分
から試合が開始されました。
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優勝を目指して12チームが
熱戦
中村滋会長、大橋邦啓副会長、
宗像俊太郎副会長、堅木道夫厚
生委員長が4面のグラウンドでそ
れぞれ始球式を行いました。
試合は、一回戦の敗者チームが
戦う敗者復活特別戦を含め、トー
ナメント形式による延べ16試合
が行われ、各チームとも日頃の練
習成果を如何なく発揮して、優
勝を目指した戦いが繰り広げら
れました。試合を重ねるごとに
選手も応援団も一喜一憂し、熱
気を帯びた戦いとなりました。

交流を深める各チーム
昼食休憩は12時20分から13時
までの40分間で十分な時間を取ることができませんでしたが、慌ただしい中でも各チームが昼食を楽しむ姿
が見られ、会員相互で交流を深めていました。

決勝戦　― 衛生支部チームが優勝！　特別戦はアクティ（株）チームが制する ―
決勝は奇しくも昨年と同様、衛生支部チームと東支部Aチームの対戦となりました。
本格的ピッチャーと高校野球経験者を擁する衛生支部チームに対し、豊富な練習量で対抗した東支部Aチー
ムでしたが、善戦及ばず 8対 2で衛生支部チームが大会連覇を達成しました。
一方、敗者復活特別戦は、アクティ（株）チームが、決勝で北支部チームを破り、特別賞を獲得いたしました。

来賓祝辞
坂梨栄二埼玉県食品衛生安全局長

（衛生支部）

厚生委員長注意事項・審判員紹介
堅木道夫厚生委員長

選手宣誓
内田裕人先生（衛生支部）

中村会長による始球式
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衛生支部チームと東支部Aチームによる決勝戦
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閉会式
熱戦を終えて午後 3時から閉会式が行われました。
以下のとおり成績発表が行われました。
優　勝：衛生支部チーム・準優勝：東支部Ａチーム・第 3位：南支部チーム・西支部チーム
敗者復活特別賞：アクティ（株）チーム
最高殊勲選手賞：衛生支部　河手達彦先生・敢闘賞：東支部　千葉将行先生
続いて表彰式が行われ、優勝、準優勝、第3位、敗者復活特賞の各チームに中村滋会長から賞状やトロフィー
及び賞品が授与されました。
さらに、大会を最も盛り上げた最高殊勲選手賞と敢闘賞を授与するとともに、埼玉県ソフトボール協会の
4名の審判員の皆様に御礼を贈呈し、その労をねぎらうとともに感謝の意を表しました。

優勝した衛生支部チームに中村会長が大トロフィーを授与

準優勝　東支部Ａチーム
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第3位　南支部チーム

特別賞　アクティ（株）チーム

優勝チームキャプテン
松崎文秀先生（衛生支部）

第3位　西支部チーム

敢闘賞　千葉将行先生（東支部）左手前

最高殊勲選手
河手達彦先生（衛生支部）

さらに、優勝チームを代表して、衛生支部チームキャプテン
の松崎文秀先生と最高殊勲選手の河手達彦先生が優勝の喜びを
述べました。
宗像俊太郎副会長の閉会のことばをもって、第42回ソフトボー
ル大会は午後3時30分に盛会裡のうちに無事、幕を閉じました。
最後に参加者全員で恒例の集合写真を撮影して散会しました。
開催にあたり厚生委員の先生方をはじめ、賛助会員の皆様に
は多くの御支援と御協力を賜り厚く御礼申し上げますとともに、
お忙しい中、参加していただいた多くの会員の先生方並
びに御家族や関係者の皆様に改めて感謝申し上げます。 閉会のことばを述べる宗像副会長
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また、チームとして出場していただいた賛助会員のアクティ（株）、（株）アスコ、森久保CAメディカル（株）、
日本全薬工業（株）の各社からご芳志をいただき、（株）ビルバックジャパンからは優勝チーム、準優勝チームに
賞品を提供していただきました。ありがとうございました。

優勝を飾った喜びの衛生支部チーム

参加者全員で記念撮影
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第 2回　厚生委員会
令和 7年10月13日（月・祝）午前 8時から、さいたま市「大宮げんぽグラウンドSフィールド」において、第
42回ソフトボール大会の開催に向けて会場の準備や大会運営について再確認した。

第 2回　獣医事調査委員会
令和 7年10月15日（水）午後 1時30分から、さいたま市「農業共済会館」において次の事項を審議した。
1　協議事項
　⑴　新入会員の審査について
　　　�入会申込書が提出されている南支部 2名、北支部 1名、農林支部 1名、団体支部21名の入会につい

て審査し、全て適当と認め、理事会に付議することとなった。
　⑵　賛助会員の新規募集について
　　　�賛助会員の新規募集について、業務関連企業への入会の案内について理事会で協議することとなっ

た。
　⑶　その他

会務報告
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新　入　会　員　紹　介
新入会員報告

野
の ぐ ち

口　美
み わ

和
団体支部

勤務部会

支　部　名 氏　　　　　名 診　療　所　名

団体 野口　美和 深谷市・あざみ動物病院
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ひ ろ ば

令和 7年度埼玉県特定家畜伝染病防疫演習を開催

埼玉県農林部畜産安全課

県では、高病原性鳥インフルエンザ（以下、「HPAI」という。）などの特定家畜伝染病の発生に備えるため、
令和7年10月16日（木）に埼玉県県民活動総合センター（伊奈町）において防疫演習を実施しました。
昨年度の県内におけるHPAI発生や、国内での豚熱及び近隣諸国におけるアフリカ豚熱の発生で高まる家
畜伝染病の発生リスクに備え、獣医師会を始め、生産者や行政機関、関係団体などから160名を超える多く
の参加がありました。
渡り鳥の飛来シーズンを迎える中、特にHPAIを中心に机上演習と実地演習を通じて、防疫対応の手順に
ついて理解を深めました。
また、発生時に作業従事者の受入れを行う集合施設の設営演習も同時開催し、設営及び運営体制の確認を
行い、体制を強化しました。
このような演習は、反復継続して実施することが大切であるため、今後も定期的に実施し、防疫体制強化
を図っていきます。

○　内容
　１　机上演習
　　　�HPAIや豚熱の発生状況、異常発見から防疫措置終了までの対応等について、スライドを用いて説

明を行いました。
　２　実地演習
　　　�参加者には、室内で感染防護のための正しい防護服の着脱方法の説明を受けた後、実際に着用して

もらい、屋外グラウンドに移動した上で、生きた鶏を用いたケージからの取出し等、防疫作業の一
連の流れを体験してもらいました。

　３　集合施設設営演習
　　　集合施設の模擬設営、模擬運営、撤収を行いました。
○　参加者
　　166名（内訳：家きん飼養者 2名、関係団体30名、市町村19名、県108名、国等 7名）

防護服の着衣演習 生きた鶏を用いたケージからの取り出し演習
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※別添省略
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※別添省略
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※別添省略
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※別添省略
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
４月

５月
６月

₇月₁日（火）

さいたま市
「ワンヘルスの視点からの狂犬病」
大分大学グローカル感染症研究センター　
　西園　晃　先生

（さいたま市　ソニックシティ）

８月₃日（日）

西支部
「猫のコロナウイルス感染症の診断から治
療まで」
　北里大学　高野友美　先生

（川越市　ウェスタ川越）

８月₃日（日）
東支部

「はじめての椎間板ヘルニア」
　とがさき動物病院　灰井康佑　先生

（越谷市　越谷サンシティ）

８月14日（木）
南支部

「犬・猫の呼吸器疾患における吸入療法」
　日本獣医生命科学大学　藤原亜紀　先生

【Zoomにて開催】

９月₇日（日） 令和₇年度　関東・東京合同地区獣医師大会（山梨）獣医学術関東・東京合同地区学会
（中巨摩郡昭和町　アピオタワー館）

１0月17日

北支部
「黒毛和種の繁殖生理をふまえ
た繁殖管理」
酪農学園大学獣医学群 獣医学
類生産動物内科　准教授　三浦
　亮太朗　先生

（熊谷市　熊谷家畜保健衛生所）
１１月
１2月

令和₈年
1 月16日（金）

農林支部
令和₇年度埼玉県家畜保健衛
生業績発表会

（場所　未定）

1 月18日（日）

さいたま市支部 
「一次診療でよく遭遇する急性胃腸炎、膀
胱炎への対応」 
どうぶつの総合病院　専門医療＆救急セン
ター　内科主任　佐藤　雅彦　先生 

（さいたま市　With You さいたま）

₂月
衛生支部
　健康福祉研究発表会
　食肉衛生技術研修会

３月
₄月21日（火）
　～24日（金）

令和₇年度  日本獣医師会獣医学術学会年次大会
（東京都　東京国際フォーラム）

令和 7年度埼玉県獣医師会学術広報版
（令和 7 年10月20日現在）
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ホームページ会員専用ページ　入室は　URL  http://www.saitama-vma.org/
ID：SVMA（半角・大文字）　パスワード：MITSUO（半角・大文字）

事　務　局　メ　モ

令和₇年

10月13日 第42回ソフトボール大会（さいたま市　
大宮けんぽグラウンド）

10月15日 第₂回獣医事調査委員会（さいたま市　
埼玉県農業共済会館）

10月17日 北支部・しゃくなげ会合同研修会（熊谷
市　熊谷家畜保健衛生所）

10月22日 第₃回理事会（さいたま市　埼玉県農業
共済会館）

10月24日 埼玉県公衆衛生事業功労者表彰式（さい
たま市　埼玉県庁第三庁舎）

11月₅日 第₁回畜産懇話会（さいたま市　別所沼
会館）

11月₉日 政令指定都市連絡協議会（川崎市　ス
テーションコンファレンス川崎）

11月14日 全国獣医師会会長会議（東京都港区　明
治記念館）

11月15日 動物感謝デー in JAPAN（東京都台東区
上野恩賜公園）

11月16日 動物愛護フェスティバル（熊谷市　熊谷
スポーツ文化公園）

12月11日 集合狂犬病予防注射実施者講習会（さい
たま市　レイボックホール）

令和₈年

₁月16日 埼玉県家畜保健衛生業績発表会（場所未
定）

₂月15日 第₁回関東・東京合同地区理事会（山梨
県笛吹市　石和温泉慶山）

4月21日
～24日

第41回世界獣医師大会（東京都千代田区　
東京国際フォーラム）

4月21日
～24日

令和₇年度日本獣医師会獣医学術学会年
次大会（東京都千代田区　東京国際フォー
ラム）
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編　集　後　記

晩秋の候、木々が色づき始め、朝夕には冬の

気配を感じる季節となりました。学会や講習会、

各種行事が多く開催されるこの時期は、私たち

獣医師にとって学びと交流の秋でもあります。

日々の診療に加え、対面での出会いや語らいが

心を温め、新たな力を与えてくれます。

2023年、IT先進国スウェーデンは、タブレッ

トやパソコンを使った授業から紙の教科書によ

る学習へと大きく方向転換しました。子どもた

ちの集中力や読解力、思考力の低下が問題とな

り、学力調査（PISA）の順位も下がったことが背

景にあります。もちろん原因は一つではありま

せんが、人の記憶や理解には、手を動かす、紙

をめくる、ページの位置を覚えるといった五感

の働きが深く関わっているといわれています。

ハーバード大学の学生が実践する“Blurting 

Method”という学習法も、一度内容を白紙に書

き出し、書き忘れた部分を別の色で補うことで、

短期記憶を長期記憶へと変える効果があるとさ

れています。コロナ禍を経て、私たちの学び方

や働き方も大きく変化しました。オンラインで

講演やセミナーに参加できるようになり、場所

を選ばずに情報を得られる便利さがあります。

しかし、画面越しでは講師の熱意や会場の雰囲

気、参加者同士の反応が伝わりにくく、「聞いた

のに印象が薄い」と感じることも少なくありませ

ん。やはり、人と人が同じ空間で学び合うこと

には、特別な力と深みがあるように思います。

その象徴的な例が、毎年開催されている狂犬

病予防注射実施者講習会です。講師の説明を直

接伺い、現場の課題を共有することで理解が深

まります。質疑応答や休憩時間の何気ない会話

から新しい発想が生まれ、互いに刺激を受ける

ことで地域の連携も強まります。こうした対面

の学びには、知識を超えた“つながりの力”があ

ります。

また先日行われたソフトボール大会、ゴルフ

同好会や支部旅行といった親睦行事も、会員間

の絆を深める大切な機会です。グラウンドで声

を掛け合いながら汗を流し、温泉などで語り合

う中で、世代や職域を越えた交流が自然に生ま

れます。診療の現場では見えなかった仲間の一

面に触れることで、信頼と安心が育まれ、それ

が結果として地域獣医療の力にもつながってい

きます。

さらに、政治家の先生方をお招きした懇親会

も、獣医師会活動を社会に理解していただくた

めの重要な場です。動物医療や公衆衛生、災害

対応など、獣医師が担う役割を直接お伝えする

ことで、行政や議会との協力関係がより深まり

ます。和やかな雰囲気の中にも真剣な意見交換

があり、そこから新たな取り組みの芽が生まれ

ることも少なくありません。

講習会、スポーツ、旅行、懇親会のどれも、

対面でなければ得られない実感と温かさがあり

ます。秋の深まりとともに、「会うこと」「語る

こと」の価値を改めて胸に刻み、埼玉県獣医師

会がこれからも地域に根ざし、人と動物のより

良い共生を支える存在でありたいと願っており

ます。

� （黎明）



わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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